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No.16 3月5日に二宮金次郎に会いに来てください 

　「薪を背負って本を読んでいる」金次郎の銅
像を、あなたもきっと見たことがあるでしょう。勤勉
の象徴として多くの学校に銅像がありました。し
かし、実は勤勉ではなく、勤労こそ金次郎が重ん
じていたことなのです。 
　道徳のまち笠松委員会では、第９回「道
徳のまち笠松のつどい」の講師を、二宮
金次郎の７代目の子孫である中桐万里
子様に依頼しました。 
　中桐様のお話を伺いたいと思ったのは、
金次郎の残した思想の一つに「経済の
ない道徳は寝言であり、道徳のない経
済は犯罪である。」という有名な言葉が
あったからです。そして、この言葉こそ
道徳のまち笠松にふさわしい言葉では
ないか。「嘘のない笠松町民を育てるこ
とや、笠松町で作った商品や製品が嘘
や偽りがなく日本中から信用されること
こそ、道徳のまちに値する。」と考えました。 
　思えば平成１９年に「笠松町道徳のま
ちづくり条例」が制定されてから１０年目

になる今年に、金次郎にまつわる
話が聞けることも意味深いことだ
と思われます。講演会の詳細は、
１４ページをご覧ください。 
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250人がおとなの仲間入り 
250人がおとなの仲間入り 
250人がおとなの仲間入り 

懐かしい友人と語り合う新成人 

新成人の集い 
　１月８日、中央公民館で新成人の集いが行われました。今
年は250人が新成人となり、集いには177人の皆さんが出席
しました。 
　式典の後のオープニングセレモニーでは、新成人の代表
者が制作した懐かしい映像に、会場の各所で歓声があがり
ました。さらに恩師がサプライズで登場すると、会場がますま
す盛りあがり、新成人の代表者が制作したくす玉を代表の
恩師が割ると、拍手喝采が起こりました。 
　続いて、ティーパーティーが行われ、恩師や懐かしい友人
との再会に素敵な笑顔があふれました。 

地域の安全を願い一斉放水 

講師 中桐 万里子 氏 

笠松消防出初式 
　1月8日、消防団員と関係者約150人が出席し、笠松消防
出初式が行われました。 
　中央公民館で開かれた式典では、平成２８年度消防定
例表彰が行われ、来賓の方々からは、日ごろの消防活動に
対する感謝や激励のことばをいただきました。 
　このあと、本町通りから木曽川河畔まで分列行進が行われ、
広江町長の観閲に続き、今年一年火災など災害のない町
への願いを込めて、一斉放水が行われました。 
　なお、式典での被表彰者は、次の皆さんです。 

（敬称略） 
○日本消防協会定例表彰 

【功績章】苅谷 智安 
○岐阜県知事表彰（伝達） 

【永年勤続功労章】久瀬 泰司 
【功労章】森 康行、田島 直樹、杉山 雅郁、 

野田 義之 
【消防団員優秀家族賞】 

森 直子、田島 恵子、廣江 愛美、加藤 真紀子 
○岐阜県消防協会長表彰（伝達） 

【功績章】堀 佳裕、山田 喜弘、山田 誠、 
加藤 寿久、田島 一樹 

【勤労章（２０年）】松原 直樹 
【勤労章（１５年）】横田 利幸、今尾 公則 
○笠松町長表彰 

【永年勤続特別功労章】久瀬 泰司 
【特別功労章】松原 繁俊、岩瀬 可尚 
【功労章】楠 真実、南谷 好宏、伊藤 公人、 

岩田 裕資、森 佑一 

○笠松町消防団長表彰 
【功労章】渡邊 達也、伊藤 亨、工藤 竜児 
【功績章】野村 鉄平、杉山 善朗 
【精績章】山内 清肇、竹市 龍治、竹市 茂紀、 

安田 達也、大藤 祐揮、武山 智幸、 
磯部 仁志、若山 由宏、岡部 誠、 
小川 沙織、見須 郁美 

【勤労章（３５年）】大野 寿久 
【勤労章（２５年）】久瀬 泰司 
【勤労章（２０年）】松原 直樹 
【勤労章（１５年）】横田 利幸、今尾 公則 
【勤労章（１０年）】廣江 正昭、淺野 陽平、 

佐藤 大介、長谷部 佳哲 
【勤労章（５年）】渡邊 達也、伊藤 亨、工藤 竜児 
○岐阜県女性防火クラブ運営協議会長表彰（伝達） 

【感謝状】家田 藤子 

防火への誓い新たに 
防火への誓い新たに 
防火への誓い新たに 

日　付 講師氏名 

平成21年2月4日 柳田 邦男 氏 
・ノンフィクション作家 

演　　　題 
大変な時代にこそ“こころ”を 

～親・地域とこどもの発達～ 

平成21年11月1日 曽野 綾子 氏 
・作家　・随筆家 住みよい町にするために 

平成23年2月5日 角田 識之 氏 
・経営アドバイザー 志の民たれ！笠松人 

平成24年2月19日 中野 良子 氏 
・女優 人と人　心と心のふれあうまちの魅力 

平成25年3月2日 越川 禮子 氏 
・江戸しぐさ名誉会長 いきで素敵な江戸しぐさ 

平成26年3月1日 林 覚乗 氏 
・僧侶 心ゆたかに生きる 

平成27年2月28日 林家 卯三郎 氏 
・噺家 

「落語国の住人たち」 
～寄り添って生きる～ 

平成28年2月28日 宗次 德二 氏 
・CoCo壱番屋創業者 「人生を成功に導く5つの実践」 

平成29年3月5日 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 中桐 万里子 氏 
・二宮 金次郎（尊徳）の7代目子孫 

「七代目が語る二宮金次郎」 
～日常にねむる幸せの種～ 
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～「道徳のまち笠松のつどい」の講演～ 

平成29年2月1日■第1077号 平成29年2月1日■第1077号 


